
まちの至るところで淡

い桃色の花が目を楽し

ませてくれています。

市役所裏、浜田川に沿

って立つ、ソメイヨシ

ノが今年も満開になり

ました。花見方々、日頃の運動不足解消に散歩へ。

このままウォーキングを日課に…。春は物事を始

めるのに良いチャンス。皆さんも、気になってい

ることを始められては。（三浦大紀）

はまだ議会だよりmini

みなさんの暮らしとつながっています。 20
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原井幼稚園、石見幼稚園、長浜幼稚園、美川

幼稚園の合同での閉園式に出席しました。園

児たちのお別れの歌は心に響きました。この

４園は４月から浜田幼稚園として統合されま

す。幼児教

育が発展す

る素晴らし

い園になる

ことを期待

します。

浜田市議会は S D G sを推進しています。

議長
日誌
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浜田市立幼稚園 閉園式

市役所裏の桜

県立大学との共同研究報告
令和４年度に浜田市議会では、島根県立大学の光

延特任教授と「主権者教育の推進」について共同

研究に取組みました。昨年７月には大学生11人が

議場を見学。12月には、「ギカイと語ろう」と題

して、島根県立大学生と議員がグループワーク形

式で向かい合い、意見交換会を行いました。

浜田市の良いところや住みやすいまちにするため

に、学生ならではの斬新な意見を聞くことができ

ました。また、選挙に関して、若者の選挙投票率

を高めることやその具体的方法について議論を重

ねました。このような場を設け語り合うことで、

互いにイメージしていた誤解や思い込みが解消さ

れ、相互理解が深まったのではないかと感じてい

ます。

また、大学生が講師となって、「選挙におけるＳ

ＮＳ戦略の有効性」について、議員が受講しまし

た。ＳＮＳの特性や大学生の情報収集傾向などを

聞いた後に、実際にインスタグラムのアカウント

を作成し、操作方法を習得。参加した議員の今後

のＳＮＳ活用が期待されます。

加えて、議員インターンシップを希望した学生か

らの提案で、環境政策に関する意見交換会を行い

ました。昨年９月に「浜田市2050年ゼロカーボン

シティ表明」をした浜田市に、二酸化炭素を排出

しない水素の製造拠点や供給網を整備し、山陰地

方に一つもない水素ステーションを設置すること

で、環境に優しい水素燃料電池自動車の導入がで

きるなど、浜田市は環境のリーダーになれるとの

力強い提言を受けました。環境政策についての議

論を通じて、国や他市の取組、最新の脱炭素技術

について理解を深めることができました。

今回の県立大学との共同研究を通じて、浜田市議

会と島根県立大学との連携の必要性を強く感じま

した。（議会広報広聴委員会）


